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秋岡芳夫
（あきおかよしお）

1920 年熊本県宇城市生まれ。東京
高等工芸学校卒業。1953 年にデザ
イン事務所 KAK（カック）を設立。
消費社会の到来にいち早く警告を
発し、“立ち止まったデザイナー”
を名乗る。暮らしのデザイン、工
作人間、裏作工芸、工房住宅といっ
た持論を展開し、日本各地で手仕
事を通じた地域再生に尽力した。
東北工業大学工学部教授、共立女子
大学生活美術学科教授を歴任。
1997 年没。
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文：『暮らしのためのデザイン』
新潮社より　写真：森茂宏

×
暮らしの中心に大きなテーブルが

あるライフスタイル

Big Table Life
秋岡芳夫が提唱する

日本人のための食卓と椅子

低座の暮らし

　この度、秋岡芳夫氏の系譜を受け継ぐモノ・モノとの展示会、低座の暮らしを語
るギャラリートークやミニチュア椅子を作るワークショップを同時開催します。
　当社と秋岡氏との交流は、昭和 50 年頃まで遡ります。創業者・工藤宏太が、製材業
から家具作りへ、大きな転換を図った時期でした。そんな時、工藤は秋岡氏と運命の
出会いを果たします。「大木をそのままの形でテーブルにし、木の命にまで目を向ける
青年がいるんだよ！」。秋岡氏はそう言って目を輝かせたといいます。工藤は幾度も秋岡
氏の事務所に足を運び、そこでデザイナーや木工家たちと、酒を酌み交わし、徹夜で
木工への思いを語り合い、かけがえのない絆が生まれました。その想いを受け、秋岡
氏が考案くださったのが、高さを変えられるＴ型のテーブル脚。今でも当社の主力です。
　当社の家具作りへの想いは大きく二つ。一つは、「大きい木は大きいままに」。一つ
は、「使い手一人一人に寄り添う心地よさ」。前者は工藤宏太の想い。後者は秋岡氏
から教えていただいたこと。
　半世紀続く二人の思いが込もった木の家具を、ぜひご体感ください。

月4 日（土）2
～

日（日）24

開催期間

10 時～18 時 30 分
開催時間

代表取締役　工藤林太郎



特別展示アイテム

男の椅子
幅 78× 奥行き 55× 高さ 62cm（座面高 37cm）

トヨさんの椅子
幅 60× 奥行き 62× 高さ 73（座面高 37cm）

トヨさんの長椅子
幅 150× 奥行き 62× 高さ 73（座面高 39cm）

秋岡芳夫の代表作「あぐらのかける男の
椅子」や「親子の椅子」、ジャパニーズデ
ザインの傑作、豊口克平の「トヨさんの
椅子」のほか、モノ・モノオリジナルの
低座ダイニングテーブルも展示します。

［お問合せ・お申込み］岩泉純木家具盛岡ショールーム　
TEL. 019-624-4323　MAIL. morioka@junbokukagu.co.jp

10:00~18:30（定休日／木曜日）
〒020-0063 岩手県盛岡市材木町 8-26
www.junbokukagu.co.jp 盛 岡 駅 東 口 よ り 徒 歩 8 分 。 駐 事 場 あ り 。

( 満車の場合は材木町中程にある商店街駐車場をご利用ください）
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盛岡駅

日　時　4 月 3 日（日）10 時 30 分～ 12 時
定　員　8 名程度（予約制）
参加費　無料
講　師　菅村大全（モノ・モノ主宰）、笠原嘉人（家具デザイナー）

秋岡芳夫が唱える“一机多用”の暮らし

消費社会にいち早く警鐘を鳴らし、生活文化の見
直しを説いた工業デザイナー、秋岡芳夫。彼の著
作『新和風のすすめ』から住まいや家具に関する
言葉を紹介します。また、低座椅子の生まれた背
景についても家具の専門家がお話しします。

高さ約 15 ㎝の小さな椅子を組み立て
ます。 フレームが完成したら、 オイル
を塗り、 カラーリボンを使って座面を
編み込みます。完成した椅子はお子さ
んの人形遊びやスマートフォンスタン
ドとして使えます。 材料は埼玉・三富
地区のコナラを使用します。広葉樹や
椅子にまつわる話もあり、 家具作りの
流れを楽しく学べます。

里山の木でつくる「ミニチュア椅子」

日　時　4 月 3 日（日）14 時～ 16 時
定　員　4 名（予約制・小学生以上）
参加費　4,400 円（税込）
講　師　笠原嘉人（家具デザイナー）

ワークショップ

ギャラリートーク

展示会期間中にご成約された方には、
木製ペーパーウェイトをプレゼントします。

『めいめいの暮らし、クリエーティブに　新和風のすすめ』
著者：秋岡芳夫
発行元：モノ・モノ

参加者には左の文庫本をもれなく進呈します。

親子の椅子
大：幅 75× 奥行き 57× 高さ 60cm（座面高 35cm）
小：幅 55× 奥行き 50× 高さ 59cm（座面高 35cm）
セット全体幅：161cm


